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場所 東京外国語大学
　　 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1、西武多摩川線「多磨」 駅下車 徒歩5分）
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[お問合せ] 
東京外国語大学 広報・社会連携課
（TUFS Cinema担当） 

TEL  042-330-5441
　     平日9:00-17:00 （12:00-13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp 

詳細は TUFS Cinema ウェブサイトにて
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※事前登録がなくてもご来場いた
だくことは可能ですが、事前にご登
録いただくとスムーズにご入場いた
だけます。
定員を超える場合は、事前登録を済
ませた方を優先させていただきま
す。

TUFS Cinema とは・・・・・・
東京外国語大学TUFS Cinemaは、
映画を通じ、世界の諸地域における
社会･歴史･文化の理解を深めることを
目的として行っています。
本作は、日本では劇場未公開です。
オムニバス形式による5編の短編作品
のうち2編は、本学学生が卒業研究の
一環として字幕制作を担当したもので
す。
チェコ・ニューウェーブを代表する作
品であり、チェコ映画の特質を堪能で
きます。
日本ではいまだ十分に知られていない
チェコ映画の重要な作品に触れる貴重
な機会となるでしょう。

 11月 30日
上映日時

入場 無 料
事前登録は
   こ ち ら

2025年

14:00上映開始 （開場13:40、終了予定17:00）

水底の小さな真珠

チェコ･ヌーヴェル･ヴァーグ映画上映会

Perličky na dně

【日】

主催     東京外国語大学TUFS Cinema
協力　東京外国語大学多言語多文化共生センター
後援　チェコセンター東京

映画 『 水底の小さな真珠 』  本編上映 （105分）
上映後解説／トーク
阿部 賢一 （東京大学大学院人文社会系研究科教授）
　    富重 聡子  　（チェコ語非常勤講師）
　    岩田 いずみ （東京外国語大学チェコ語卒業生）
司会  山口 裕之
          （東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授）

©Státní fond kinematografie



上映日
2025年11月30日〈日〉 14:00上映開始（13:40開場、17：00終了予定）

◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ  西武多摩川線「多磨」 駅下車  徒歩5分（ＪＲ新宿駅から約40分）
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約10分 「東京外国語大学前」下車

交通アクセス
会場
東京外国語大学 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1）

お問い合わせ
東京外国語大学 広報・社会連携課（TUFS Cinema担当）
TEL　042-330-5441 平日9：00～17：00  （12:00～13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp
Facebook  @tufscinema.pr　 X(Twitter) @tufscinema

監督等：イジー・メンツェル、ヤン・ニェメツ、エヴァルト・ショルム、ヴィ
エラ・ヒティロヴァー、ヤロミル・イレシュ

チェコ･ヌーヴェル･ヴァーグ映画上映会

阿部 賢一     （東京大学大学院人文社会系研究科教授）
　　  富重 聡子     （チェコ語非常勤講師）
　　  岩田 いずみ （東京外国語大学チェコ語卒業生）
司会：山口 裕之     （東京外国語大学大学院総合国際学研究院教授）

上映後解説／トーク

入場無料／事前登録制
https://sanda.tufs.ac.jp/event/tc251130form/
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あらすじ
フラバルの同名短編小説集を原作とし、新進気鋭の映画監督５
名が１作ずつ映画化したオムニバス。バイクレースを舞台に、登場
人物それぞれの語りが交差していく「バルタザル氏の死」、老齢の
二人の詐欺師が織りなす会話劇「詐欺師」、混沌としたアウトサイ
ダー芸術家の家を官僚的な保険外交員が訪ねる「喜びの家」、さ
まざまな人生の節目を迎えた人々が、ある夜、同じ食堂に居合わ
せた「“食堂”世界」、若い配管工がロマの少女に出会い、その世界
に引き込まれるひとときを描いた「ロマンス」。

1965年／チェコスロヴァキア／107分／チェコ語／日本語字幕
原題 Perličky na dně

本作について

1963年以降、チェコスロヴァキア映画はめざましい隆盛を
見せ、映画の枠を越えて、文学や演劇、視覚芸術の活動と
結びつきながら新しい文化状況を切り拓いた。本作は、こ
の動きを担った若手映画作家たちが、フラバルの原作をそ
れぞれ自由に翻案したもので、原作への忠実度・物語世界
の演出方法・人物の描き方などにおいて、異なるアプロー
チでそれぞれの才能を開花させている。このオムニバス作
品は、当初から映画の新時代のマニフェストのようなもの
として認識されており、現在も60年代の雰囲気を伝える代
表的な映画とみなされている。原作が持つ「語り」の力は、
映画では、物語る登場人物たちにより充分に発揮されてい
る。日常生活に根差しながら、個性豊かに物語る人々の姿
が生き生きと描き出されていることは画期的であり、また
同時に作品の大きな魅力にもなっている。　（富重 聡子）

水底の小さな真珠


